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20周年記念誌発行に向けて 山﨑貴子支部長

「京葉支部20周年記念誌を発行しよう！」となった時、私自身のAFS体験を振り返ってみました。

1990年に37期生としてカナダに留学後はAFS活動は特になく、2013年のホストファミリーから再度

AFS、そして京葉支部とのつながりが再開しました。京葉支部20年の歴史の中、まだ

まだ私は新参者ですが、今この時、支部でボランティアをしていることは運命！です。

この冊子をお手に取っていただいた皆さんと共に、京葉支部の20周年をお祝いしたいと

思います。多くの留学生を受け入れ、多くの日本の高校生を送り出した京葉支部の歴史。

ホストファミリー、ホストスクール、ボランティアの皆さんの協力なしには続かなかった

20年です。20周年記念誌、ご堪能ください！

AFS京葉支部設立、これまでの20年を振り返り 赤木千秋元支部長

京葉支部は、21世紀の幕開けと共に、関東支部から独立して誕生しました。

私は、AFS留学(24期(1977年) アメリカ派遣)後は、学生ボランティアとし

て、キャンプ＆事務所のお手伝いに没頭。その学生時代の延長線上で、新支部設

立に携わり、支部が自力で受入れを実現した2002年が、昨日の事のようです。

発足翌年から始めたインターナショナルクッキングは、毎年、留学生だけでな

く、学生ボランティア、ファミリーにも大好評でした。留学生のお国料理、派遣

生が留学先で和食を披露出来たら良いねとご飯を鍋で炊く、などの世界の様々な

食のシ－ンを想定し、支部員・ホストファミリ－で協力して開催しました。また、

千葉県の郷土料理祭寿司は、当初は地元の方に講師をお願いしていましたが、今

では、社会人ボランティアの豊島さんが習得してくださり、着付けとともに支部

を特徴づけるイベントとなりました。ありがとうございます。

2011年の大震災では、受入れ目前で中止が決まり、留学生の事を思い胸が痛

みましたが、半年後に再開。2014年はAFS 国際本部100周年、AFS日本協会

60周年の祝賀に沸きましたが、2020年世界を震撼させたコロナパンデミック

で一転、全世界のAFSが活動停止となりました。活動はその後、受入れ国を限定

して徐々に再開され、今日に至ります。こうした激動の真っ只中にあっても、A

FSと深く関わりをもち、微力ながらも活動に参加する沢山の人の想いを繋ぐこと

ができたこと、今日まで皆さんと歩めてきたことが、何よりの私の宝です。振り返れば20年。継続は力な
りですね。

バトンを引継いで、京葉支部を盛り立て発展させてくださっている皆さんが、新しい歴史を重ねてくださ
る喜びをかみしめながら、これからも応援させていただきたいと思います。
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20周年に寄せて AFS日本協会

江戸川沿い東京の下町、ベッドタウンとして急速に発展を遂げている千葉県を活動範囲として、20年

前に、京葉支部が誕生しました。設立時より赤木さんは、学生ボランティア(学ボラ)

をまとめて、特色ある支部活動をしていました。寅さんの映画で全国的に有名な柴又

での歓迎ピクニックや、歌で知られる矢切の渡しでの渡し船乗船、千葉県の有名な郷

土料理である太巻き寿司作り料理教室など、地元の特徴をフルに取り込みながら。

JENESYSの時は、他支部に合流して、盆栽村や相撲部屋見学など、受入生の体験

が充実したものになるよう、常に創意工夫されていました。

また、派遣と受入はＡFS活動の両輪という信念のもと、派遣活動も推進し、徐々

に保護者の方々の理解と協力を得ることができるようになり、スムーズにバトンタッ

チができています。今後のますますのご発展を祈念しています。 AFS日本協会 武藤多美

加藤理事長と
オリンピックセンターの庭にて
加藤理事長とはAFS同期生です!

１９76年AFS-USAの到着オリエ
ンテーション((ニューヨークの大学
キャンパスにて)
私と加藤理事長は、写真のどこかに
映っています。

(さて、どこでしょう ？ ？ ）

2016年
支部管轄内にお住いで、
金町の中学校で開催したイベ
ントに参加いただきました



受入開始20周年!  受入の20年をDATAで振り返ります。
◆２００２年 初めての受入 受入は、ここから始まりました。

京葉支部の初めての受入は、マチルダ(フランス)、リディア(アメリカ)。
オンワ－ド(お迎え)は、オリンピックセンタ－のカフェでした。この時
の写真は、赤木元支部長の勤務校の広報誌(→)に掲載されていました。

京葉支部の歴史の一旦を示す貴重な一枚です。
◆20年間の受入総数は184名(平均 9.2名/年)

2007年JENESYS※1)、受入数は最大18人に倍増しました。その後、
東日本大震災が発生。2012年のキズナ強化PJ※2)に受入数は再び2桁になったのち、2018年からスター
トしたアジア高校生架け橋PJ※3)で再び2桁に。そしてコロナ。コロナ渦の現在の受入数は5名(アジア2名、

年間生3名)です。幾度もの苦境・好機を、日本協会の元、様々なPJで乗り越え、進んできたことが垣間見
られます。

※1)JENESYS : 外務省委託PJ: 2007年1月東アジア首脳会議（EAS）安倍総理大臣のスピーチを機に、政府は「21世紀東アジア青
少年大交流計画」を立ち上げ、招聘、派遣等の交流事業を実施。

※2)キズナPJ : アジア大洋州地域及び北米地域41カ国・地域から青少年を招聘し、交流プログラム、被災地視察、復興支援活動体験等
を実施するとともに、被災地の青少年をそれぞれの地域へ派遣し、日本再生に関する外国の理解増進を目指し、1万人以上が交流。

※3)アジア高校生架け橋PJ : 2017年国際交流会議「アジアの未来」安倍総理大臣スピーチを機に、文科省予算にて、アジアの高校生
(5年で1,000人)を招聘し、全国の高校での日本人高校生との国際交流が実現

AFS京葉支部 20周年の歩み
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年 支部の歩み
支部長
敬称略

受入
留学生数

社会の出来事

2001 京葉支部発足 - 9.11同時多発テロ

2002 受入開始(春組、LS、ASEAN) 笠間 11 イラク戦争

2003 インターナショナルクッキング等イベント展開 藤田 10

2004 秋組受入開始・日本協会50周年(氷川丸) 藤田 10 任天堂DS発売

2005 UNESCO(文科省委託)年間生受入 澤山 7 愛知万博

2006 MEXT(文科省委託)年間生受入 澤山 7 世界人口65億人

2007 思い出ノートスタート 赤木 15 iPhone 発売

2008 赤木 13 北京オリンピック

2009 日本協会55周年 赤木 18 オバマ大統領就任

2010 赤木 9

2011 発足10周年 赤木 6 東日本大震災

2012 赤木 10 富士山世界遺産

2013 都立国際高校文化交流イベント参加 赤木 5 東京五輪2020決定

2014
千葉県留学フェア参加スタート
毎日新聞社国際高校生選抜書展大賞
国際本部100周年、日本協会60周年

赤木 9 田中投手ヤンキーズ入団

2015 国際墨画展入選_新国立美術館出展 大日方 7 COP21

2016 小口 6 ポケモンGO配信

2017 歌舞伎DISCOVER KABUKI観覧開始 赤木 8 トランプ大統領就任

2018 日本協会65周年 赤木 9

2019 NHK COOL JAPAN出演 赤木 11 令和、コロナ

2020 支部会等オンライン化 長谷川 5

2021 発足20周年 山﨑 3 東京五輪

2022 受入20周年 山﨑 5

184

JENESYS
5ヵ年

アジア
高校生架け橋PJ

5ヵ年

キズナ強化PJ

受入留学生数184人
派遣留学生数 211人*)

※)日本協会データより
(支部外転出者は除く)



写真で振り返るAFS京葉支部の20年

年 受入生 氏名 年 受入生 氏名

2002
カロリーナ、ジョイ、リディア、マチルダ、アシュレイ、ウィ
ン、ダチーニ、パメラ、レジナ、キム、チョウ

2013 オデッサ、アニーナ、グラント、サリ、キム

2003
マット、アンスガー、ショーナ、メアリー、ナディハ、アテナ、
アワード、ブリジッド、レアリー、トン

2014
マリア、アンナ、ナディン、ジャイー、キーガン、カリテン、
ナディア、キャミー、ローラ

2004
リン、ジェイミー、グス、ブラッドレイ、ダンテ、ジェニファー、
ネイサン、ソフィー、クリスティン、アリアナ、

2015
ローサ、プリム、イアン、オリビア、ミン、ジュセップ、ウ
ラ

2005
ジェイムス、エイム、ベン、エミリー、ショーン、クレア、ベ
ス

2016
キリナ、アニータ、サブリナ、ジュリア、エロディ、ルッ
ツァ

2006
エリン、フリアン、ローラ、ダナ、メラニー、エイリーン、
マティアス

2017
ムイ、ホンセン、タリア、イザベラ、レティ、セリナ、クル
ト、イネス

2007 イダ、バーニー、テマナ、ステファニー、JENESYS11名 2018
ナツ、ブノワ、マックス、ファビ、レオ、ロベルト、アニー、
ヌン、ジュリエット

2008
マイク、ブリンディス、アレ、マット、マリオ、JUNESYS8
名

2019
ニコ、ベアトリス、ヘイゼル、クラウディア、クリスティン、
バネッサ、クリス、パノイ、ユンソ、ケニス、マフェル

2009
シャネル、シンディー、ピュミ、マルセラ、ブヤン、エミリー、
アシュレイ、JENESYS11名

2020 ラファ、フスレン、ウェイシー、ファイザ、ハナ

2010
マイルド、エミリー、ブリタニー、マイク、リリ、ソフィア、ト
ム、カタリナ、JENESYS1名

2021 ハナ、アンドレア、タルン

2011 ニック、サンディー、アリフ、JENESYS3名 2022 ハナ、アールニ、ミニー、アラリック、ラウリン

2012 マキ、ヴィッキー、サミー、レオン、キズナ強化6名

2007年に思い出ノートがスタートしました。
2007年以降の写真を掲載します。
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◆ホストスクール 千葉県立松戸国際高等学校

◆ホストスクール 千葉県立成田国際高等学校

「今度のAFSの留学生はどんな生徒だろうか？」毎回、わくわくしながら送られてくるプロフィールに目
を通したものです。本校では様々な団体の留学生を受け入れていますが、AFSの留学生はきめの細かいサ
ポートを受けており、また京葉支部の皆さんが、ホストファミリー、学校としっかりと連携を取ってくれる
ので、安心して留学生を受け入れることができます。ミャンマーからの留学生が帰国できなくなった際には、
AFS、ホストファミリー、学校で力を合わせて、留学生をサポートすることができました。

京葉支部20周年おめでとうございます。本校でも、若者の交流を通して、戦禍のない平和な世界の実現
に寄与するために、少しでもお手伝いができたらと思っています。成田国際高等学校国際教育部 齋藤弘道

最も印象深かったのは2020年度に迎えたウェイシーさん（マレーシア）です。コロナ禍でプログラムは
延期に次ぐ延期。結局、自国での待機期間が７か月も続きました。でも、その間も彼女はあきらめず、独学
で日本語を一から猛勉強し、驚くことに来日した際には日常会話なら問題のないレベルになっていたのです。
そのパワーは4か月間の滞在中も留まるところを知らず、本当に様々なことに挑戦し、日本が大好きになっ
て帰って行きました。短い間でしたが、彼女の積極性と好奇心の強さはコロナ禍で委縮していた生徒にとっ
て大きな刺激となりました。

このように毎年受け入れる留学生が、本校の生徒にとって世界に通じる窓になっていると言っても過言で
はありません。引き合わせてくださったAFSの皆様に感謝しています。松戸国際高等学校国際部 槌屋章子

AFSは通学プログラムです。
留学生の学校生活を支えてくださり、ありがとうございます。

【2022年度留学生 アラリック(デンマ－ク)】 2022年8月に来日し、剣道部、クッキング部に
所属し、充実した毎日を過ごさせていただいています。昨年度のタルン(インド)はじめ、松戸国際
の留学生たちは、皆、学校生活を十分に満喫して帰国の途につきます。留学生の学び舎として快く
受け入れてくださり、感謝の念が絶えません。 アラリックのLP ※) 三塩江津子

2022年8月
アラリック初登校

【2022年度留学生 ハナ(ミャンマー)】 2020年11月に15才で来日し、1年生は箏曲部、2年生
からはダンス部に所属しています。文化祭では振付や照明を担当し、充実した高校生活を送ってい
ます。2年半という前例のない留学ですが、成田国際の先生方の親身なご対応のおかげで、留学生活
を過ごさせていただいています。深く感謝しております。 ハナのLP※) 豊島麻里子

※)LP(Liaison Person)。留学生1人に1人のLPが選定し、
留学生、ホストスク－ル、ホストファミリ－のサポ－トを行っています
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1 私立 国府台女子学院高等部 千葉県 市川市 28 1 1 1 1 7 5 6 1 1 1 3
2 私立 専修大学松戸高等学校 千葉県 松戸市 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
3 公立 千葉県立千葉女子高等学校 千葉県 千葉市稲毛区 15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2
4 私立 渋谷教育学園幕張高等学校 千葉県 千葉市美浜区 9 1 1 1 1 2 1 1 1
5 公立 千葉県立成田国際高等学校 千葉県 成田市 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
6 市立 千葉市立稲毛高等学校 千葉県 千葉市美浜区 9 1 5 3
7 私立 東邦大学付属東邦高等学校 千葉県 習志野市 7 1 1 1 1 1 1 1
8 公立 千葉県立松戸国際高等学校 千葉県 松戸市 6 1 1 1 1 1 1
9 私立 麗澤高等学校 千葉県 柏市 5 1 1 1 1 1
10 私立 流通経済大学付属柏高等学校 千葉県 柏市 4 1 1 1 1
11 私立 光英VERITAS高等学校（旧聖徳女子）千葉県 松戸市 3 1 1 1
12 私立 東京学館浦安高等学校 千葉県 浦安市 2 1 1
13 私立 植草学園大学附属高等学校 千葉県 千葉市中央区 2 1 1
14 公立 銚子市立銚子高等学校 千葉県 銚子市 2 1 1
15 私立 茂原北稜高等学校 千葉県 茂原市 1 1
16 公立 千葉県立銚子高等学校 千葉県 銚子市 1 1
17 市立 松戸市立松戸高等学校 千葉県 松戸市 1 1
19 私立 順天高等学校 東京都 北区 8 1 5 1 1
20 私立 中村高等学校 東京都 江東区 7 1 1 1 1 1 1 1

21 私立 女子聖学院高等学校 東京都 北区 6 6

22 私立 学習院女子高等科 東京都 豊島区 1 1
23 私立 郁文館高等学校 東京都 文京区 1 1
24 私立 東洋英和女学院高等部 東京都 港区 1 1
25 公立 埼玉県立浦和東高等学校 埼玉県 さいたま市 3 3
26 公立 埼玉県立春日部女子高等学校 埼玉県 春日部市 1 1
27 私立 東洋大学附属牛久高等学校 茨城県 牛久市 2 1 1
28 私立 茗渓学園高等学校 茨城県 つくば市 1 1
29 私立 清真学園高等学校 茨城県 鹿嶋市 1 1

152 4 3 5 10 9 5 4 5 7 4 10 6 5 18 12 15 5 6 5 6 8

29校
受入数152人

※)日本語学校通学生含むと184人



ホストファミリ－

京葉支部の活動が20年の節目を迎えられ、どうもおめでとうございます。

実は私自身もAFS留学生となってからちょうど50年となり、何か感慨深いものを感じます。
私共は、同世代の子供がいない時期に、京葉支部から短期で二人の留学生をお預かりしました。
マリオは来日時から日本語が得意で、初日に外食した昼食代を自分で払うと言い出したので、メキシコで

はお父さんがいるのに自分で払うのかと問い、我が家は親が払うと話して納得させました。学校の演劇部の
部活が楽しみで、また秋葉原あたりによく出かけて楽しんでいました。ヘーゼルは日本語はからっきしダメ

で単語カードを家のあちこちに貼って勉強してもらいました。何
よりもマックナゲットが大好きで、ランチ代わりに15個をペ
ロッと食べてました。コロナの流行が始まり、急遽帰国すること
になってしまいました。それぞれ短い経験でしたが、色々と気づ
かされることがありました。
同様に生徒たちにとっても、この異文化体験が、なにがしらの

いいきっかけになってくれていたらと願っています。

16年ほど前、夏休みの短期留学生の受け入れが我が家のAFSホストファミリーのデビューでした。
その後、時々お休みしながら、短期、長期の受け入れを楽しんできました。

最初のオーストリアのステファニーはちょっと気難しい女の子。黒い服が好きで、一緒に
ゴスロリのショップ（未知の世界！）を見に行きました。不慣れなホストファミリーで、ど
う対応していいか悩むことも多かったな。ブラジルからやってきた心優しいロベルト。祖国
を心から愛していて、そのブラジル愛を私たちファミリーや私の友達にまで伝えてくれました。
今でも、ブラジルの国旗を見かけると「ん？ブラジル？」とすぐに反応しちゃいます！

スペインのバスク地方からきたキャピキャピな明るいクラウディア。我が家の娘たち
2人も含めて女子4人、指宿温泉で一緒にタラソパックをしたのは楽しかったなぁ。新型
コロナの感染拡大で突然の帰国がとても残念でした。

インドからアジア架け橋PJできたちょっと甘えん坊のタルン。一緒に出掛けた旅先で、
たくさんの雪に囲まれ、とても喜んでいた姿が思い出されます。

AFS京葉支部のサポートで世界のあちこちに息子や娘ができ、親しみを感じる国が増え
ました。息子や娘たちがいつか、「おかあさん！」と日本に帰ってきてくれることを楽しみにしています。

◆2007年ステファニー(オーストリア)千葉女子高校、2019年ロベルト(ブラジル)東邦大学東邦
高校、2020年クラウディア(スペイン)東邦大学東邦高校、2021年タルン(インド)松戸国際高校

ホストファミリ－ 植木啓美様

◆2004年ジェイミー(アメリカ)、2011年アリフ(マレーシア)、2017年ホンセン(マレーシア)、
2018年アニー(モンゴル):以上成田国際高校、2019年ナツ(タイ):麗澤高校、
2020年バネッサ(ドイツ) 光英VERITAS高校 ホストファミリ－ 川口玲子様

京葉支部２０周年おめでとうございます。

娘が51期(2004年)にアメリカ派遣に決まったのをきっかけに、ホストファ
ミリ－となりました。その後のHFの期間は、年間生の10カ月をはじめ、数か
月、数日とさまざま、また信仰している宗教もユダヤ教、イスラム教、仏教、
キリスト教とホストファミリ－ をしたおかげで、まさにAFSの理念である異
文化を体験することができました。若い留学生は親元を離れ、一人異国にやっ
てきて初めは不安だったと思います。一緒に生活する事で、少しでも寄り添い
力になれたらという想いで、続けてきました。

帰国後はSNSを通して、連絡をとっています。大学に進学したり、就職したり、
まだこれから沢山の経験をする彼らに、日本での留学生活で得た貴重な経験を糧に、
実りある人生を歩んでいって欲しいと願っています。

留学生の毎日を支えてくださり、ありがとうございます。
2つめの母国。2つめの家族として

◆2009年マリオ（メキシコ）専修大学松戸高校
2020年ヘーゼル（カナダ）松戸国際高校 ホストファミリ－ 富澤和馬様

ホンセンとクラスメート

親戚の結婚式に出席しました
娘、私、ジェイミー

帰省中
娘HS、曽祖母、ジェイミー

お別れの日
泣いているふり!

1973年アメリカNY州オノンダガ セントラルハイスクール

大阪旅行
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◆ 2018年 年間生 ファビ (イタリア) 植草学園大学附属高等学校

京葉支部での思い出とその後

２０１３年にイタリアから日本で留学したタニア・サリです。時々日本と渋幕で過ごした懐かしい日々を
振り返ります。

初めて日本に行ってから今年で９年になります。長いようで、短い９年間でした。文化とか、言語とか、
考え方とか、様々な違いを全部乗り越えるには結構時間がかかりましたが、ちょっとずつ日本に馴染んでい
くことができました。一年もいなかったけど、その一年は私の人生の中で一年ではなくて、その一年の中に
私の一つの人生がありました。何年経っても日本はまるでもう一つの古里のように感じています。出会った

ホストファミリー、友達、AFSの皆様に本当に感謝しています。日本で出
来た思いはいつまでも私の自慢の宝物です。

日本からイタリアに帰って、高校を卒業して、大学では電子工学の勉強
を始めました。それから大学を卒業して、AIとロボティク
スエンジニアの大学院に進みました。
これからどのような仕事をするか、何になるか、混乱でい
っぱいだけど、日本での経験でわかった「今を生きる」こ
との意味を生かします。

◆ 2013年 年間生 サリ(イタリア) 渋谷教育学園幕張高等学校

京葉支部、２０周年おめでとうございます！いつも大切にしてくださってありがとうございます。
京葉支部で過ごした時間が自分の大切な宝物で、いつも心の中で持っています。すばらしい人たちに出会え
て、とても楽しい1年間でした。京葉支部のおかげで、様々なアクティビティに参加するおかげで、日本の
文化についてたくさん教えられました。
実は帰国してからずっと日本のことを考えて、すごく戻りたかったです。
その数ヶ月後はコロナ禍が発生してしまいましたので、しばらくの間に
日本に戻るのが難しかったが、京葉支部であった人たちと連絡が取れて、
寂しく感じることが一切ありませんでした。
今は日本に戻って、日本の大学にほぼ毎日通っています。
また皆さんに再会ができてとても喜んでいます。
これからも京葉支部の活動が立派に続けますように！いつも応援しています。

◆ 2018年 年間生 ジュリエット(フランス) 専修大学松戸高等学校

留学の時のＡＦＳ京葉支部での思い出がたくさんあります。例えば、花見と
か、みんなで料理して、浴衣を着た時、イネス達の送別会など色々ありました。
最も生き生きと記憶に残る思い出はイネスと一緒にパン屋さんでマカロンを作
って、一緒に悩みを笑い飛ばしていた思い出です。

帰国した後は、フランスでバカロレアという試験のためにたくさん勉強しな
ければならなかったから、とても心配でした。しかし、いい成績がもらえて、
希望していた大学に入ることができました。日本語の学位を取得して、今年は言語教育学の
修士課程で勉強しています。ＡＦＳ京葉支部の皆に出会えて、本当に嬉しかったです。
素晴らしく、とても勉強になった10カ月間を過ごさせたこの経験は私の一番の自慢です。

Hello, I am Tharun. I was placed in Keiyo chapter in Chiba prefecture with a host family. I had a very caring 
and loving host mom and dad who made my exchange year more beautiful and memorable. Keiyo chapter 
volunteers and My LP organized many orientation and Fun events in which I got a chance to get along with the 
Japanese people more. I had to take 2 Trains and a bus and 10 minutes of walk reach my school. It was a 
pretty long journey but it gave me a lot of experiences. I am so happy that a I made a lot of friends in school 
and even I have some best friends too. My Japanese school life was simply amazing along with my friends I 
experienced it completely, starting from making Macha tea to flower decoration I did everything possible. 
Football Training with my Japanese friends taught me a lot about the game as well as team spirit. 

My host family was the best part of my exchange. Me and my mom were
travel buddies, we travelled almost every weekend. I experienced snow for 
the very first time in Japan. It is a memory that I will cherish with. 
I will be thankful forever to all the people who made my exchange 
year the most memorable one.

◆ 2021年 アジア架け橋 タルン（インド) 千葉県立松戸国際高等学校

皆、元気でしょうか。京葉支部での経験とその後について聞いてみました。



◆水野絢さん 派遣生⇒学生ボランティア（2013年～2年）
社会人ボランティア（2020年～2年)

AFSとの出会いは、今から14年前、私が高校1年生のときでした。
京葉支部の短期留学生のホストファミリーになったことをきっかけに、初めて支部活動に参加しました。そ
こで出会った留学生が、日本の高校生のような口調で流暢な日本語を話していたのが衝撃的で「私も留学し
たらこうなれるのか！」と思い、留学を考えるようになりました。

留学先の家庭は超ベテランのホストファミリー（私は19人目の留学生）で、今でも”Mom, Dad”と呼
び、本当の家族のような存在です。帰国後は大学の外国語学部（英語
学科）で学び、余暇には留学時代にできた友人を訪ねてヨーロッパを
周遊したり、卒業旅行ではサプライズでホストファミリーに会いに行
ったりAFSのおかげで一生付き合える「家族」や友人ができました。
大学卒業後は鉄道会社に就職し、駅・列車乗務・旅行業の各現場や本
社で観光にかかわる業務を経験し、現在は出産により育休中です。

結びに、私の人生が京葉支部のおかげで世界に開いたように、こ
れからも京葉支部が地域の皆さまと世界を繋ぐ架け橋となって発展
していくことを心からお祈りしています。

留学時代とその後

◆齊田ケントさん 派遣生⇒社会人ボランティア （2022年～4カ月）

こんにちは！AFS YP57期生(2010年8月:アメリカ (ペンシルバニア州)の齊田ケントと申します。
京葉支部20周年、誠におめでとうございます。

裏方として、京葉支部を陰ながらお手伝いさせていただいています。私が留学してから既に10年以上が
経ってしまっている事実に驚きと、自分がお世話になった支部がここまで絶えることなく続いていることに
喜びを感じています。自分の留学のサポート、受け入れ留学生との交流など、京葉支部には私にとってかけ
がえのない体験をさせて頂きました。現在、高校で英語教師として教鞭をとっていますが、AFSや京葉支部、
ホストファミリーのお力添えなしにはありえないことだったとひしひ
しと感じています。おかげさまで、海外に足を踏み出すことへの恐怖
感が少なくなったり、異文化・新たな境地に積極的に触れていこうと
いう姿勢がより一層強くなりました。

これからもコロナを始め、様々な困難が待ち受けているかもしれま
せんが、皆様でお互いに支え合って支部を盛り上げていきましょう。

◆石塚菜月さん 派遣生⇒社会人ボランティア （2022年～7カ月）

2014年度アメリカ(フロリダ州)に留学しました。
派遣生時代は一切日本語を話してる暇はないと、一年間英語のみでストイックに頑張っていたのですが、

そのためか、日本語の発声の仕方を忘れてしまい、帰国当初は、日本語がうまく声に出せなかったことが印
象に残っています。帰国後もホストファミリーとは定期的に交流があ
り、日本やアメリカで再会しました。

そんなホストファミリーがAFSでボランティアをしており、そのこ
とに興味を持ち、社会人ボランティアを始めました。
京葉支部で出会った他のボランティアの方々は、パワフルな方ばかり
で、毎回とても刺激を受けています。

今、京葉支部で社会人ボランティアとしてご活躍中の派遣生(リタ－二－)です。

2010年 留学中
ホストファミリーと

2022年
(新婚)旅行パリにて

2014年 留学中
フロリダ支部イベント

2022年
ミニ－来日初日LPとしてお迎え

2010年
ホストファミリー、留学生の
友人テキサス州サンアントニ
オに旅行

2016年
JR只見駅のホームにて



社会人ボランティア

◆越智由美さん 派遣生⇒学生ボランティア（1983〜1985年）

⇒派遣生保護者⇒社会人ボランティア(2017年～5年)
今から40年前、愛媛県松山市の田舎にいた少女は、地球裏側の高校生がどんな考えを持ってどんな生活

をしているのか興味津々でした。AFS29期生(1981年)として、四国を飛び出し、東京を越えて少女は一気
にアメリカフロリダ州に渡りました。見るもの、食べるもの、聞くもの、何もかもが刺激的、特に公園の水
道からお湯が出る！室内は全館冷暖房！ひとりに1つのバスルーム！というアメリカの生活水準の高さに驚
きました。10代での留学はのちの少女の人生に大きな影響を与えたといっても過言ではありません。

その少女も大人になり家庭を持ち、1人娘ができました。娘もAFS58期生（2010年）としてカリフォル
ニア州に留学をしました。母親の影響を強く受け、留学しないという選択肢はなかったようです。親子共々、
留学後、ホストファミリーはもちろん、地域のボランティアの皆さんの支援をしみじみとありがたく感じて
います。
当時の方々には直接お返しはできない分、これから
の若者の支援が出来ればと住まいのある浦安市を管
轄している京葉支部でボランティアを継続中です。
大学生の頃はサークル気分で、現在は留学生や派遣
生の保護者の気持ちで陰ながらお世話をさせて
いただいています。

京葉支部２０周年、おめでとうございます！

◆三塩江津子さん 派遣生保護者⇒社会人ボランティア (2018年～4年)
2018 年 2 月 、65期冬組派遣生として、娘がコスタリカへ飛び立ちました。

渡航して何とか生きているだろうことは、たまーに来るLINEで確認できました。ファミリーチェンジはあり
ましたが、良い家族に恵まれたことに感謝しています。それで
もトラブルがあったときに、都市のAFS 本部まで片道4，5 時
間かけて行き、帰りにバスが来なくて不安の中、ボランティア
の方はバスが来るまでずっと一緒に待っ ていてくれたことなど、
何気なく娘から聞くことばには、感謝しかありませんでした。
世界の向こう側で見知らぬボランティアの方がいて、この留学
が成り立っていることをひしひしと感じる日々でした。滞在中、
何度か保護者会があり、ボランティアについての説明もあり、
微力ながら何かできることがあればと登録をして、京葉支部で
お世話になっています。
今は、伊藤園のおーいお茶『濃いお茶』を好み、剣道部に所属

する和テイストのアラリック（デンマ－ク）のLPをしています。

◆豊島麻里子さん ホストファミリー⇒社会人ボランティア(2016年～6年)

2015年にペペ(イタリア)を受け入れたのがご縁で、社会人ボランティアになりました。
母校にいたAFS留学生は優秀だった事から、留学生のお手伝い
がしたいと思いました。
社会人ボランティアになって、はじめて担当したLPは、日本

語を話さない留学生だったため、力不足を日々感じました。他
に何か私で役にたてないかと思い、祭寿司や着付けの講習に通
ってみることにしました。着付けは難しくてまだまだ上手くで
きませんが、留学生に喜んでもらえると、もっと頑張ろうとモ
チベーションがあがります。

困難な時は皆で解決策を考え、嬉しい事があった時は皆で共
有する、それが京葉支部の素晴らしいところだと思います。
赤木さんが歴史を作ってきてくださった京葉支部が、これから
も留学生と日本の接点であり続けるために、私も微力ながら、
祭寿司作りや、着物の着付けで役に立てたらと思っています。

2010年５月
帰国時の娘、身体も心も
大きくなってました

1982年５月留学最終日
大好きなホストファミ
リーと涙、涙の別れ

2018年7月
LPを担当したクルト
(オーストリア)のお見送り

202２年11月
派遣生の娘のお琴の会にて
ミニーとLPを担当しているアラ
リックを招待しました

2021年1月
「日本の文化に触れるワーク
ショップ」アンドレアと学校
のお友達に、お琴を弾く体験
を楽しんでもらいました。

2018年3月イネス
振袖の着付けをしま
した。毎年、留学生
の艶やかな姿を楽し
んでいます。 2020年7月

自宅 祭寿司作り
ラファ、ハナ



AFS京葉支部のこれから

こんな京葉支部になったらいいな
★色々な人が気軽に顔を出せる支部 ★留学生・派遣生、支部の双方向のエンゲ－ジメント
★留学生の帰国後のつながりを大切に ★今がすごく良い。今のままでいい
★ボランティアの個々の特技を生かし、互いに学び合う

◆有資格者によるカウンセリング傾聴セミナ－、祭寿司、着付け、日本茶講座などの和の彩り

被爆国の事を
知る活動

内部の見える化
仕組み・会計

日本文化を知る会
庭園、お寺、座禅、日本料理

皆でマインドマップを作ってみました

インターナショナルクッキング 帰国時
以前行ったのは楽しかった!

目標:ボランティア20人 HF20人

ボランティア
交流会・飲会

支部コンセプト・
ビジョンを作りたい

四季を知る

地元パートナ－シップ
例 本土寺

ボランティア活動
本土寺奉仕等

日本学生と一緒に

20周年を記念して、京葉支部のコンセプトを作成しました !!

ここから繋がる、無限の未来へ
Here goes, and Connect the infinite future!

ＡＦＳ
京葉支部

の
これから

最後に

記念誌発行に際し、ご寄稿、ご協力を頂きました皆さん、各自の役割を快く引き受けてくれた支部ボ
ランティアの皆さん、タイトなスケジュールで構成を仕上げてくだったＫさん、改めてありがとうござ
いました。

今回の20周年記念誌では、京葉支部20年の歴史を振り返るだけではなく、ボランティアメンバーで、

これからの京葉支部を「語る」いい機会でもありました。京葉支部のコンセプトも出来ました！！

参加する人それぞれが、細く長くAFS体験ができるといいなぁと思います。

引き続き、AFS京葉支部へのご参加、ご協力をよろしくお願いいたします。京葉支部支部長 山﨑貴子

お出かけイベントで
地元の良さを確認

編集後記

20周年を記念して、多くの方々にご協力をいただきながら、20年の軌跡をDATA及び皆さんの回顧
録で振り返りました。今回はじめて行った支部員の座談会形式でのマインドマップの作成は、想像以上
に有意義な時間でした。今後の京葉支部に関して話す際、そのうちのお1人が発言された「今がすごく
良い。今のままでいい」という言葉には、驚きつつも、深く共感し、穏やかな気持ちになりました。

「ここ、京葉支部からはじまる繋がり」を大切に、全ての方が安心して過ごし、安心して旅立て、
そして安心して戻れる場所として、京葉支部はあり続けたいです。これからも、留学生の輝く未来、
そして平和な世界が永く続くよう、祈っています。

作成にご協力いただいた方々に、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 川島淨子

このページの背景、印字色は、
今年、京葉支部で作成したTシャツ色です。

横のつながり強化



お問合せ先
(公財)AFS日本協会 京葉支部

E-mail：info-keiyo@afs.or.jp
HP URL:https://www.afs.or.jp/contact-us/keiyo-chapter/

「Closer to you」
Looking back now I still can recall
the simple joys each day would bring
Soft April snow, a warm summer breeze
Your smile, your laugh, the songs we’d sing
Looking through your eyes I learned how to see
A new world full of possibilities
And I will always be thankful for all that  
you’ve given me

原曲：「元気を出して」by 竹内まりや 英語歌詞：Seiji Motoyama

歌手の竹内まりやさん(AFS19期生 1972年～73年アメリカ留学)に

ご自身の代表曲『元気を出して』を提供していただき、「つながり」や

「絆」をテーマにオリジナルの英語詞をつけて誕生した楽曲
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